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中期ビジョン「ビジョン 80」の策定について 
 
当社におきましては、本年 10 月に迎える 75 周年、さらには 2028 年 10 月の 80 周年を

踏まえた当社の中期的な方向性につき鋭意検討をおこなってまいりましたが、このたび中
期ビジョン「ビジョン 80」（別紙添付）としてとりまとめをおこないましたのでお知らせ
いたします。 

 
「ビジョン 80」の基本テーマは以下の三つであります。 

(1)当社の CI の再構築 
(2)「2.4 次産業」への展開 
(3)「当社事業の SDGs への貢献」 

サブタイトルは「開発型機械メーカーならではの「2.4 次産業」型企業を目指して」であ
り、中期目標達成のための諸施策に、当 75 期(2022 年 10 月～2023 年 9 月)から順次取り
組んでいくことといたしております。 
 
(1)当社の CI の再構築 

すでに昨年 11 月に発表しました通り、理念体系を Statement(＝つなぐ。ツクル。)， 
Mission(存在意義),Belief(経営理念),Value(行動指針)の階層に再構築するとともに、本年
10 月より社名を「KLASS（クラス）株式会社」に改めることとしております。 

 
(2)「2.4 次産業」への展開 

「2.4 次産業」とは、製造業(2 次)とサービス産業(3 次)の互いの接近がコロナを契機に
加速するが、各々の基本的性格の転換までは行かず、2→2.4 で、3→2.6 で留まるであろ
うという一橋大学名誉教授伊丹敬之氏の言説であります。 
当社はこれまで、得意な「技術力」と「商品力」によって「新商品」を創り出し、その

「新商品」が新たな「顧客」と「市場」を創り出し、更に数多くの「顧客」で新たに形
成された「ネットワーク」が、新たな「商品」と「サービス」、新たな「価値」と「事
業」を創り出してまいりました。 



  

すなわち、当社の STATEMENT「つなぐ。ツクル。」に示される通り、「つくって(新
商品)→つなぐ(顧客)、つないで(ネットワーク形成)→つくる(新たな商品・サービス)」…
この文字通りの好循環が、最大の強みとして当社の発展を形づくってきたものと確信して
おります。 

当社は今後、「つなぐ。ツクル。」を基本として、オリジナル商品を生み出し続ける 
開発型機械メーカーならではのユニークな「2.4 次産業」型企業を目指してまいります。 
 
(3)当社事業の SDGs への貢献 
 当社は経営理念にある「豊かな生活空間の創造」そのものが SDGs の基本理念にかなう
ものである」との基本認識のもと、各種事業の推進を通じて、SDGs に貢献することを基
本としております。 

2022 年４月に竣工した神岡新工場は、銀行団が組成した「SDGs 推進シンジケーショ
ン」という枠組みにより、所要資金の融資を受けて建設されましたが、その際、メインバ
ンクおよび関連シンクタンクが、当社の各種事業を通じて SDGs の目標達成に向けた貢献
が期待できると結論付けてくれました。 

なお、世界的にも注目を集めている CO２削減に関しましては、当社はメガソーラー発
電事業を含めた太陽光発電事業を通じて貢献いたしております。 
 
「ビジョン 80」の構成は以下の通りであります。 

１．ＣＩの再構築(上記(1)に述べた通りであります) 
 1-1.新理念体系 

1-2.新社名 

２．当社の基本的な方向性(上記(2)(3)に述べた通りであります) 
2-1.「2.4 次産業」への展開 
2-2. 当社事業の SDGs への貢献 

３．各セグメントの特徴と今後の展開の方向 
当社はこれまで、創業以来の「プロフェッショナルセグメント」が、技術力と商品力を駆
使して新商品を開発し、新市場を作り続けてまいりました。その結果、「プロフェッショ
ナル」がいわば「畑」として長年蓄積した「顧客基盤」「Cash」「技術・ノウハウ」を養
分として、「コンシューマ」「インダストリー」の両セグメントがいわば「果実」として
育ってまいりました。さらに子会社となった株式会社 ROSECC の「ニュー・インダスト
リーセグメント」が加わりました。 
今後とも、「安定性」のある「プロフェッショナル」と「成長性」のあるその他３セグメ
ントが、それぞれの強みの相乗効果を発揮してさらなる発展を遂げてまいります。 
 



  

3-1.プロフェッショナルセグメント 
3-2.コンシューマセグメント 
3-3.インダストリーセグメント 
3-4.ニュー・インダストリーセグメント 

４．売上利益目標と成長投資の方向性 
創業 75 周年を迎える 2023 年９月期には念願の連結売上高 100 億突破を、さらに 5 年後の
2028 年９月期には売上高 150 億、営業利益 10 億に到達するべく、所要の施策を推進して
まいります。またその目標達成のために、人的資本投資とＤＸ投資を中心に積極的な成長
投資をおこなってまいります。 

4-1. 売上利益目標 
4-2. 成長投資の方向性 
 

以 上 
























































